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要旨 
 現代世界経済は、自然資源・生態系サービスの存在に支えられている。こうした「古くて新しい」
事実が、環境危機と資源制約が深刻化する今日、再び注目を集めている。「環境の国際政治経済学」
においても、世界経済と自然資源の問題にどうアプローチするかは、方法論的に重要な課題だとい
えよう。そうした観点から、本報告は自然資源と貿易の関係性について再検討を試みる。 
山川（2012）では、現代的なパースペクティブから、古典派・新古典派貿易論と環境・自然資源
の関係性について考察を行った。自然資源（リカードの場合では穀物）の貿易が存在することによ
って、一国の環境制約にもたらされる影響とは何か。それは、一国の土地の生産性の悪化という生
態系自体のサービス水準の劣化を、貿易（外国市場）によってカバーしていると表現できる。そう
した自然資源の制約を前提とした古典派の資本蓄積論的な視点は、交換の利益と貿易パターンの解
明に傾斜する新古典派貿易論の問題意識からは消えていった。 
本報告では、こうした自然資源（制約）と貿易の関係性について、エコロジー経済学的な観点か
ら捉え直す。まず、上記の貿易論をめぐる論点を整理しつつ、日本の（自然）資源貿易論の展開に
ついて言及する。次に、自然資源の貿易についての実物面（physical term）での「尺度」の問題と、
自然資源の利用と消費をめぐる「環境コストとその負担」の問題について検討する。前者について
は、Ecological Footprint などが該当し、後者については、いわゆる社会的費用を考慮した場合の
国際的分配の構造が該当する。こうした論点を検討するのは、主流派の貿易論・国際経済学が貨幣
的な尺度を用いて取引利益に注目するのとは対照的に、グローバリゼーションの実物面と分配問題
に注目しているためである。最後に、自然資源貿易と国際的分配の問題を扱い、ある程度まとまっ
た研究が蓄積されつつある「エコロジカル不等価交換論（Ecological Unequal Exchange）」の射
程と課題について検討する。具体的には、Anderson and Lindroth(2001)や、Rice(2007)など、世
界システム論の問題意識を継承している研究者の議論を取り上げ、彼らが指摘するエコロジカルな
「不等価」（「不平等」）な交換の論理を明らかにする。 
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